
広
報

夢…いつの日かチャンとオンを！
十
月
八
日
（
土
）
逢
田
村
農
業

者
ト

レ
ー

ユ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
村

教
育
委
員
会
主

催
の
卓

球
教
室

が
開
催
さ

れ
ま
し

た
。

こ

の
日

、
講
師

と
し
て

お
出
で

い
た
だ
い
た
方
は
、
元
世
界
千

ヤ
ン

ピ
オ
ン
の
河
野
満
先

生
（
現
青
森

商
業
高

校
教
諭

）
で
す

。

河
野
先

生
は

、
昭

和
二

十
一
年

九
月
十
三

日
に
十
和

田
市
で
生
ま

れ
、
中

学
時
代

に
二

年
連
続
県
チ

ャ

ン
ピ
オ

ン
と
な
り
、
三

十
八

年

に
は
イ
ン
タ
ー
（

イ

で
団
体

優
勝
、

三
十

九
年
に
は

全
日
本

ジ
ュ

ニ
ア

の
部

で
優
勝

と
全
国

に
そ

の
名

を

と
ど
ろ
か
せ
ま
し

た
。

そ

の
後
、

バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
で
見

事
世

界
チ

ャ
ン

ピ
オ

ン
に

な
っ
た

の
は
、
皆

さ
ん
の
記

憶
に

も
あ
る

こ
と
と
思

い
ま
す

。

わ

が
村

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

に
来

る
の
は
初

め
て
で
、
こ

の
日
の
指

導

は
基
本
動

作

が
主

と
な
り
ま
し

た

が
、
集
ま

っ
た
受
講
生

の
目
に

キ
ラ

リ

と
輝

き

が
見
ら

れ
、
今
後

の
成
長

が
楽
し

み
で
す
。

い
つ

の
日
か
、

わ
が
村
か
ら
も

チ

ャ

ン
ピ
オ
ン

が
出
て

欲
し

い
。
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広　報　よ　も　ぎ　た

秋
季
火
防
演
習
実
施

揮

者

（

消

防

団

副

団

長

）

の

も

と

秋

季

火

防

演

習

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。消

防

団

員

は

、

き

び

き

び

し

た

態

度

で

、

実

習

を

こ

な

し

普

段

の

練

習

成

果

を

発

揮

し

ま

し

た

。

閲

兵

、

分

列

行

進

を

し

た

後

、

吉

田

副

団

長

よ

り

講

評

、

坂

本

団

長

よ

り

訓

示

を

受

け

、

八

戸

村

長

か

ら

は

「

日

頃

の

訓

練

の

成

果

を

目

の

あ

た

り

に

拝

見

し

感

激

す

る

も

の

が

あ

り

、

今

後

と

も

訓

練

に

精

励

し

地

域

の

生

命

、

財

産

を

守

５

卜
で
つ

・
　
ふ
矢
仙
夕
心
趾
わ
り

ふ
ま
し

七

。

『
青
森
地
方
気
象

台

が
、
九
月

二

十
七
日
（
火

）
午
前
五
時

強
風

波
浪
注
意
予
報

な
ら

び
に

乾
燥
注

意
予

報
を
発
令

、
当
村
に

お
い
て

も
、
午
前
七
時
頃

か
ら
南
西

の
風

が
十
三

メ
ー
ト

ル
と
な
り

火
災

警

報

発
令
中

の
と
こ
ろ
、
不

幸
に
し

て
午
前
七
時
二

十
九
分
頃

役
場
当

直
室
へ
長
科
部

落
よ
り

火
災

発
生

の
通
報
か
お
り

直
ち
に
無

線
放
送

に
よ
り
報
知
し

た
。

強
風

の
た

め
飛

び
火
し

、
隣
接

神
社
に
も
延
焼

の
恐
れ

が
出

て
い

る
。

』
と
い
う
想
定
で

、
越
田

演
習
階

暮らしと電気安全

タコ足配線は危険です

(財)東北電気保安協会

十

一
月
二

十

六
日
か
ら
秋

の
全

国

火
災

予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。

こ

の
期
間
は

、
全
国

的
に
毎

年

火
災
発
生

の
件
数

が
多
い
た

め
、

昭

和
二
十
七

年
か
ら
全
国

一
斉
に

運
動
を
実
施
し

て

い
ま
す
。

い
よ

い
よ
冬
を
迎

え
る
こ

と
に

な
り

、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
は
電
気

コ

タ
ツ
な

ど
を

ご
使

用
の
こ

と
と

思

い
ま
す
。

コ

ー
ド
や
配
線
器

具
に
は

、
電

流

を
流
し

て
よ

い
限
度

が
あ
り

ま

す
。テ

ー
ブ
ル
タ

ッ
プ
な

ど
使

っ
て

タ
コ
足
配

線
を
し
て

い
る

と
、
一

度

に
大

量
の
電
流

が
流

れ
る
こ
と

か
お

り
火
災

が
発

生
し

な

い
と
も

限
り

ま
せ
ん
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

農

林
水
産
省

で
は
、
第
八

次
漁

業

セ
ン
サ

ス
を

実
施
し
ま
す
。

こ

の
調
査

は
、
漁
業
に
関
す

る

国
勢
調

査
と
も

い
う

べ
き
も
の
で
、

我

が
国

の
漁
業

の
実
態
を
明

ら
か

に
し

、
今
後

の
水
産
行
政
に

役
立

て

る
重
要

な
調

査
で
す
。

こ
の
た

め
、
調

査
員

が
漁
業
関

係
者

の
お
宅

を
訪
ね
て
、

い
ろ
い

若

い
と
き
は
、
将
来

の
こ
と
な

ど
気
に

な
ら
な
い
も

の
で
す
。
し

か
し

、
病
気
や
事
故

に
よ

る
障
害

や
死
亡

、
そ
し
て
、
老

後
の
生
活

の
不

安
な
ど
、
長

い
一

生
の
あ

い

だ
に

は
、
ど
ん
な
こ

と

が
待
っ
て

い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

そ
ん

な

『
も
し
も

…
…
／
・
』

の

と
き

の
備
え
と
し
て

、
欠
か
す
こ

と
の
で

き
な

い
も

の
が
「
国

民
年

金
」
で
す

。

国
民

年
金
は
、
働
け

る
世
代

が

保
険
料

を
出
し
合

い
、
そ
れ
を
財

源

と
し
て

、
お
年
寄
り

の
世
代

に

年
金

を
支
給
し
た

り
、
万

一
の
事

故
で

の
障
害
や
死
亡

に
対

す
る
年

金
を
支

給
す
る
し
く
み

に
な
っ
て

い
ま
す
。

保

険
料
の
納
付
を
忘

れ
て

い
る

と
、
も
し

も
の
と
き

に
年
金

が
受

け
ら

れ
な
か
っ
た
り

、
老
後
に
少

額
の
年
金

を
受
け
る
こ

と
に
な
っ

た
り
し
ま
す

。

保
険

料
は
、
き
っ
ち

り
納
め
て

い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

も
う
一
度

確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

社
会

保
険
に
加
人
し

た
場
合
は

忘

れ
ず

に
、
役
場

年
金

係
ま
で

、

直
洛
し
て
下

さ

冖
。

総務課・民生課から

す
わ
１
火
災
発
生

国
民
年
金
の
保
険
料

は
忘
れ
な
い
で

納
め
ま
し
ょ
う

2

ろ

お
伺
い
し
ま
す

が
。
調
査
し

た

内
容

は
法
律
に
よ

っ
て
守
ら

れ
て

お
り

、
外

に
漏
れ

た
り

税
金
対

策

等

に
使

わ
れ

る
こ

と
は
一
切

ご
ざ

い
ま

せ
ん
。

漁
業
関
係
者

の
深

い

ご
理
解

と

格
別

の

ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

（
総

務
課
統
計

係
）

第
八
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
実
施

十
一
月
一
日
一
斉
に
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優等賞に森秀夫さんの“しげみ”

第
五
回
蓬
田
村
畜
産
共
進
会

九
月
二
十
日
（
火
）
村
営
牧
場

に
お
い
て
、
蓬
田
村
肉
牛
生
産
組

合
（
細
谷
靖
信
組
合
長
）
主
催
の

蓬
田
村
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
今
年
で
五
回
目

を
迎
え
、
各
酪
農
家
が
、
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
生
後
五
ヶ
月
か
ら

九
ヶ
月

の
子

牛
（
黒
毛
和

種
）
の

発
育
状
態

を
競
う

も
の
で

、
こ
の

日
出
さ

れ
た
子

牛
は
メ
ス
十
二
頭
、

オ
ス
十
頭

の
計
二
十
二
頭
で
し
た
。

審
査

は
、
青
森
家
畜

保
健
衛
生

所
・
束
地

方
農
林
事
務
所

・
県
畜

産
指
導
所

・
青
森
地
区

農
業
改
良

普
及
所

の
方

々
に
よ
り

厳
正

に
行

受 賞 者 一 覧

優等賞 し げ み 森　　 秀夫 青森県知 事・蓬田村長　青森県畜産連会長賞

１等賞 ながさだ 八戸　猛美 蓬田村農業 協同 組合長　青森県経済連会長賞

２等賞 み ず え 僉谷初三郎 蓬田村農業委員会長　束青地区農業改良普及事業協議会長賞

３等賞 ふくなが 武井　一麿 東青 農業共済組合長　大学堂賞

オスの 部

１等賞 谷　　 内 天内　与作 蓬田村議会議長　 束青地区家畜衛生推進協議 会長賞

２等賞 博　　 長 坂本　文雄 東青地 区家畜 衛生推進協議会長　大学堂賞

３等賞 作　　 哲 坂本　　 喬 東青畜 産農協長　大学堂賞

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
か
ら
体
重
と
体
高
測

定
が
始
ま
り
、
小
雨
降
り
し
き
る

中
審
査
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
牛
は
、
人
工
授
精
の
普

及
が
進
ん
で
来
た
の
に
伴
い
、
全

体
的
に
質
が
向
上
し
た
た
め
審
査

も
困
親
を
き
わ
め
た
よ
う
で
す
。

青
森
家
畜
保
健
衛
生
所
所
長
か

ら
、
「
今
年
の
蓬
田
牛
は
品
質
も

良
く
、
県
下
で
は
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
」
と
、
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
共
進
会

で
入
賞
し

た
子
牛

は
（
オ

ス
、
メ

ス
上

位
各
三

頭

）
十
月
二

十
五
日

に
青
森
市
合

子
沢
で
開

催
さ

れ
る
東
青
共
進
会

に
出
品

さ
れ
ま
す
。

こ
こ

数
年
、
蓬
田

牛
は
こ

の
共

進
会

で
上
位

に
入

賞
し
て

お
り

、

と
て

も
評
価

が
高
く
今
回

も
上

位

独

占

入

賞

が
期

待

さ
れ

て

い
ま

す
。

一
五
、
〇
〇
〇
匹
の
コ
イ
放
流

九
月

二
十
四

日
（
土

）
、
長

科
大

溜
池
に
約
五

セ
ン
チ

メ

ー
ト

ル
の

鯉

の
稚
魚
一
万
五
千

匹

が
放

流
さ

れ
ま
し

た
。

放
流
し

た
の
は
、

地
元

長
科

の

農
事
振
興

組
合
（
松
本
龍

一
組
合

長

）
で

、
今
年
か
ら
三

年
計
画
で

、

最

終
的
に
は
三

万
五

千
匹
を
放

流

す

る
そ
う

で
す
。

鯉

の
成

長

は
早

く

、

一

年

で

約
十
五

叩
、
三
年
間
に
約
一
尺
（
三

士

二
ｍ

）
ま
で
成

長
す
る
そ
う

で

す
。三

年
後
に
は

つ
か
み
取
り
大

会

が
計
画

さ

れ
て

い
ま
す
。

今
か
ら

と
て

も
楽
し
み
で
す
ね
。

農林水産課から

犬
き
、
く
な
～
れ

メ ス の 部

3
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わ
た
し
の
ア
イ
デ
ア
　
③

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
　
　
　
中
沢

豚 肉 と 新 ジ ャ ガ の フ ラ イ 風 焼 き

●材料（４人分）

豚ロース肉薄切り４枚／ニンニ ク１かけ／新

ジャガ中６個／牛乳大さじ２／卵１個／バタ

一大さじ２臺／パセリ（みじん切 り）少々／メ

リケン粉大さじ５／チーズ（おろしたもの）

大さじ４／サラダ油適宜／ばうれん草300  g ／

トマト（小）２個／調味料・塩・コショウ

坂
本
　

み
や

さ
ん

〈
食
生
活
改
善

推
進
員
〉

牛
乳
を

飲
め
な

い
人

は
少
数
な

が
ら
あ

る
と
思

い
ま
す
。

私
も
そ

の
一
人
で

、
昭
和

十
八

年
の
夏

、
牛
乳

を
飲
ん
で
す

ご
い

下

痢
を
経

験
を
し

て
以
来

牛
乳
ぎ

ら

い
に
な
り

ま
し

た
。

大
好
き

な
苺
（

い
ち

ご
）
に
牛

乳

が
か

か
っ
て

る
と
も
う
駄
目

、

白
い
液
体

に
弱

い
の
で
す
。

そ
れ
で

い
て

、
チ

ー

ズ
、

プ
レ

ー
ン

ヨ
ー

グ
ル
ト

は
好
物

で
、
グ

ラ

タ

ン
は
大
好

物
。

ポ
タ
ー

ジ
ュ

類
も

、
南

瓜
、
人
参
、

ジ
ャ
ガ
芋
、

コ
ー

ン
入
り

と
な
る

と
大
好

き
で

す
。今
回
の
よ
う

に
、

ジ
ャ
ガ
芋
に

ま

ぜ
て
使
う

と
か
、
工

夫

次
第
で

赤
ち
ゃ
ん

か
ら

お
年
寄
り

に
ま
で

向
く
料
理

が
で

き
そ
う

で
す
。

そ
れ
に

、
消
化
吸

収

が
よ

く
、

特
に
カ
ル

シ
ュ

ウ

ム
が
と
れ
る
の

で
た
く
さ
ん
使
う

よ
う
心

が
け

た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

私
は
飮
む

の
は
苦
手
な

の
で
、

①
豚
肉
に
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
を
し

、
お
ろ

し

ニ
ン
ニ
ク
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

②
新

ジ
ヤ
ガ
は
ゆ
で
て
、
フ
キ
ン
に
包

ん
で
つ
ぶ
し
、
牛
乳
大
さ
じ
二

、
バ
タ

ー
大
さ
じ
半
分
、
卵
黄
一
個
分
を
加
え

て
混

ぜ
、
二

上
二
分
蒸
ら
し
、
み
じ
ん

切
り
の
パ
セ
リ
、
塩
小
さ
じ
三
分
二
、

ヲ

ン
ヨ
ウ
少
々
で
味
付
け
を
し
四
等
分

し
て
お
く
。

③
卵
白
一
個
分
に
水
を
少
々
加
え
て
溶

午
乳
を
食
べ
よ
う
。

ジ
ャ
ガ
芋
に
ま
ぜ
て
、

成
人
病
予
備
軍
に
は
と
く
に
よ
い
。

い
て
お
く
。

④

パ
ン
粉
大
さ
じ
五
に
、
お
ろ
し
チ

ー
ズ
大
さ
じ
四
を
混

ぜ
て
お
く
。

⑤
①
に
つ
な
ぎ
の
メ
リ
ケ
ン
粉
を
ま

ぶ
し

、
そ
の
上
に
ジ
ャ

ガ
芋
を
平
ら

に
ぬ
り
つ
け
、
表
裏
全
体
に
メ
リ
ヶ

ン
粉
、
卵
白
（
水
溶
き
）
パ
ン
粉
（
お

ろ
し
チ
ー

ズ
入
り

）
　の
順
に
ま
ぶ
し

つ
け
る
。

⑥
フ
ラ
イ

パ
ン
に
サ
ラ

ダ
油
を
一

匹

位

の
深
さ
に
入

れ
て
熱
し

、
肉
の
面

を
下
に
、
こ
ん

が
り
と
焼
く
。
（
裏

返
し
て
焼
か
ず
に
ス
プ
ー
ン
で
焼
油

を
か
け
る
）

⑦
ほ
う
れ
ん
草
は
ゆ
で
て
四

匹
位
に

切
り
、
残
り
の
バ
タ
ー
大

さ
じ
二

で

い
た
め
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
し
て
お
く
。

⑧
ト

マ
ト
は
へ
夕
部
と
上
部
を
切
り

捨
て
、
横
二

つ
に
切
り
、
サ
ラ
ダ
油

で
両
面
を
や
か
ら
か
目
に
焼
き
、
塩
、

ヲ

ン
ヨ
ウ
を
す
る
。
中
心
部
に
み
じ

ん
切
り

パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

⑨
肉
に
ト

マ
ト
を
の
せ
、
ほ
う
れ
ん

草
を
添
え
る
。

⑩
食

べ
る
時
に
ト
マ
ト
を
フ
ォ
ー
ク

で
つ

ぶ
し
て
、
ソ
ー
ス
に
す
る
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
！

九

月

十

三

日

実

施

市

外

の

方

高
　
　
　

根

広
　
　
　

瀬

瀬
　

辺
　

地

郷
　
　
　

沢

宮
　
　
　

本

蓬
　
　
　

田

阿

弥

陀

川

長
　
　
　

抖

ｑ
　
　
　

ｊ

部
　

估
　

名

佐
　

藤
　

洋
　

子

収
　

本
　
　
　

勲

安
　

田
　
　
　

兄

須
　

膿
　

義
　

昭

川
　

崎
　

清
　

存

佐
　

雍
　
　
　

一

ａ
Ｈ
　
木
　

昭
　

信

稲
　

葉
　

英
　

一

稲
　

葉
　

裕
美
子

稲
　

葉
　
　
　

貢

八
　

幡
　

春
　

夫

佐
　

井
　

勝
　

洽

佐
　

井
　

浩
　

行

木
　

浪
　

淳
　

子

柿
　

崎
　

勝
　

陣

匕
　

戸
　

祥
　

手

秋
　

疋
　

栩
　

夫

佐
　

井
　

坏
　

彦

柿
　

崎
　

真
　

人

木
　

村
　

先
　

雄

小
　

野
　

冨
美
子

越
　

田
　

茂
　

弘

田
　

中
　
　
　

武

越
　

田
　
　
　

守

森
　
　
　
｛
呂
　
ｆ

木
　

村
　

皃
　

雄

小
　

野
　

慶
　

治

木
　

村
　

ま
　

り

小
　

松
　

生
　

院

長
　

内
　

政
　

昭

村
　

上
　

多
美
枝

片
　

扠
　
　
　

作

工
　

藤
　
一
二
　
男

武
　

井
　

里
　

美

津
　

臨
　

俊
　

网

む口
　
崎
　

良
　

一

細
　

谷
　

昭
　
ｆ

清
　

水
　

淬
　

範

津
　

島
　

陣
　

文

坂
　

本
　

真
　

知

八
　
一
戸
　
　
　

緑

小
　

鹿
　

義
　

兜

μ
け
　
木
　
　
　

実

八
　

戸
　

竹
　

雄

森
　
　
　

正
　

仏豕

八
　

戸
　

通
　

正

森
　
　
　

時
　

夫

高
　

木
　

融
　

道

松
　

本
　

正
　

紀

広
　

田
　

揮
　

明

坂
　

本
　

箆
　

昭

工
　

癢
　

美
智
子

松
　

本
　

栄
　

治

藤
　

本
　

郎
　

子

野
　

囗
　

す
　

わ

古
　

田
　

清
　

敞

坂
　

本
　

由
美
子

Ｅ
　

上
　

慶
　

ｆ

川
　

鴫
　

昨
　

光

坂
　

夲
　

久
　

男

坂
　

本
　

重
　

雄

坂
　

本
　
　
　

亮

氏
　
　
　
　

名

女男男男男男男 男女男男 男男女男女男男男 男女男男男 女男男 女 男男女男男女男男女男男 女女男男男男男男男 男男男女男女 女男女女男男男男
性
　

別

民生課から

料
理
し
て

牛
乳
を
食

べ
よ
う

と
思

い
ま
す
。

試
食

の
残
り
を
家

に
持
ち
帰
り

娘
に

も
試
食
さ
せ
ま
し

た
。

「
薄

い
肉
に
ふ

っ
く

ら
と

ジ
ャ

ガ
芋

を
張

り
つ
け
て
あ

る
し

、
野

菜
を
多
目

に
つ
け
合

せ
る
と
満
腹

す

る
し

、

ジ
ャ

ガ
芋

が
苦
手
の
父

（
肉

、
肉
、
肉
と
大

の
肉
好
き

）

の
目
先

と
胃

袋

が
ご
ま

か
せ
る
し

成
人

病
予

備
軍
に
は
も

っ
て
こ

い

の
料
理

ね
」
と
激
賞
さ

れ
ま
し

た
。

●
つ
く
り
方

愛
の
献
血
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広　報　よ　も　ぎ　た

長育教尹良奈

秋
冷
の
候
、
村
民
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
日
夜
、
秋
仕
舞
作
業

で
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
私
、
こ
の
度
蓬
ｍ
村
教
育

委
員
会
教
育
長
と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
奈
良
尹
（
ま
こ
と
）
で

ご
ざ
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
、
教
育
経
験
が
長

い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
皆
様
の

ご
期
待
に
洽
え
る
か
ど
う
か
不
安

な
気
持
ち
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
み
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
ご
協
力
賜
り
た
い
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

何
か
私
で
役
立
つ
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

村
を
あ
げ
て
の
教
育
立
村
を
目

指
し
た
い
も
の
で
す
。

自
ら
の
た
め
に
は
汗
を
流
し
、

他
人
の
た
め
に
は
涙
を
流
す
、
融

和

の
と
れ
た
教
育

を
目
指
し

た
い

も

の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

、
体
力

づ
く

り

の
推
進
等
、
健

康
で
明
る

い
村

づ
く
り

を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

以
上

の
と
お
り
で
す
が
、
挨
拶

に

し
て

は
一
方
的
な
こ

と

ば
か
り
書

き

た
て

ま
し

た

が
、
こ
ん
な
夢

を

も
っ
て

仕
事
を
し
て

い
き
た

い
と

思

い
ま
す
。

決
し
て
先

走
っ
た
気
持

ち
で

い

る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ

ん
し

、
私

自
身
の
年
齢

（
と
し

）
を
考
え

る

と
そ
ん

な
に
無
理
も
出
来

ま
す
ま

丶
４

０

し

皆
様
の
生
涯
に
役
立
ち
た
い
一

心
を
、
紙
上
を
か
り
て
披
露
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

里
に
初
雪
（
あ
ら
れ
）
の

降
っ
た
日
　
記

19人が元気に

たすきリレー

第６回陸奥湾駅伝競走大会

十
月
二
日

（
日

）
午
前

七
時
三

十

分

、

六

回

目

を

迎
え

た
陸

奥

湾
一
周
駅

伝

が
県
下
全
市

町
村
参

加
の
も

と
、
谷
川
副
知

事
の
号
砲

と

と
も

に
む
つ
市
運
動
公

園
を

ス

タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

県

総
合
運
動
場
ま
で
百
ハ

キ

ロ

の
コ

ー
ス
を
十
九
人

の
選
手

が
た

す

き
を
受
け
継
ぐ
こ
の
レ
ー
ス
は
、

各
市
町
村
と
も
年
々
力
が
入
っ
て

来
ま
し
た
。

わ
が
蓬
田
チ
ー
ム
も
、
一
区
か

ら
十
三
区
ま
で
の
選
手
が
大
会
前

日
に
は
む
つ
市
と
野
辺
地
町
に
宿

泊
し
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
三
時
に
起
床
し
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
開
始
す
る

た
め
、
選
手
に
と
っ
て
は
コ
ン
デ

イ
シ
ョ
ン
づ
く
り
が
大
変
で
す
。

結
果
は
、
練
習
に
練
習
を
専
ね

た
成
果
が
む
く
わ
れ
て
十
九
区
間

を
無
事
に
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

特
に
、
全
国
で
も
（

イ
レ
ベ
ル

の
選
手
に
混
じ
り
一
区
を
走
り
ぬ

い
た
武
井
友
克
君
の
六
位
と
い
う

順
位
は
快
挙
と
い
え
ま
す
。

成
績
は
村
の
部
で
十
九
位
、
総

合
六
十
一
位
で
し
た
。

選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。

教育委員会から

村民祭

文化展作品募集

11月５・６日開催の村民祭文化

展出品作品を次により募集します。

たくさんの応募をお待ちしてお

ります。

[〉文芸展　 絵画、習字等

レ写真展　 村に関する写真

[〉コレクション展　我が家の家宝展

私の宝物展

レ発明工夫展　大豆の活用(料理)

出品に関しては、村教育委員会

(登27-2111 内272) か、中央公民

館( 登27-2076) へ気軽にご連絡

下さい。

教
育
長
に
就
任
し
て

生
年
月
日

大
正
十
四
年
一
月
十
一
日

略
　
歴
東
京
高
等
師
範
学
校
体
育
科
卒

青
森
市
立
北
斗
高
校
教
頭

青
森
県
立
木
造
高
校
々
長

青
森
県
立
青
森
商
業
高
校
々
長

住
　
所
青
森
市
合
浦
一
丁

目
七
の
十
六
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広　報　よ　も　ぎ　た

改
定
の
お
知
ら
せ

青
森
県
最
低
賃
金
（
旧
最
低
賃

金
額
一
日
三
、
三
二
三
円
）
が
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（時間給）１時間429 円

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
賃
金
は

最
低
賃
金
額
の
算
定
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤

手
当
②
通
勤
手

当
③

家
族
手
当

④
臨
時
に
支

払
わ
れ
る

賃
金
（
賞
与

、
期
末
手
当

な

ど
）

⑤
一
ヵ
月

を
超
え
る
期
間

ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

⑥
時
間
外

労
働
・

休

日
労
働

に
対
し

て
支

払
わ
れ
る

賃
金
及

び
深

夜
労
働
に
対
す

る
割

増

部
分

の
賃
金

一
青
森
県
最
低

賃
金
」

は
、
産

業
や

職
種
に

か
か
わ
り
な
く
県

内

す

べ
て
の
事
業
所

で
働
く
常
用

・

臨
時

パ
ー
ト
な

ど
の
す

べ
て

の
労

働
者

と
労
働
者

を
一
人
で
も
使
用

し
て

い
る
す

べ
て

の
使
用
者

に
適

用

さ
れ
ま
す
。

あなたの土地は

筆界未定地に

なっていませんか？

昭
和
五

十
二
年
以

来
、
地

籍
調

査

事
業

は
着
実
に

そ
の
歩
み

を
伸

ば
し
て
来

ま
し

た
。

近

年
、
各
種

の
土
地
利
用
計
画

の
策
定

並

び
公
共

事
業
の
実
施
等

に
お

い
て

、
地
籍
調

査
の
成
果

の

果
た
す
重
要

性
に

つ
い
て
認
識

が

深
ま
り

、
地
籍
調
査

の
推
進
へ

の

期
待
も

著
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な

た
の
土
地
は
筆
界

未
定
地

に
な
っ
て

い
ま
せ
ん

か
？

筆
界
未
定

地
に
な

っ
て

お
り
ま

す

と
、
売
買

、
相
続
等

に
影
響
す

る
こ
と
に

な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん

の
で
速
や

か
に
双
方
話
合
い
の
上
、

世
界
各
地
の
長
寿
村
を
調
査
し

た
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、
共
通

し
た
要
素
に

。
粗
食
と
適
度
な
労

働
″
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
長

寿
の
面
相
は
と
い
う
と
、
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
シ
ミ
が

少
な
い
、
囗
が
大
き
く
て
鼻
の
下

が
長
い
、
耳
た
ぶ
が
ふ
っ
く
ら
と

し
て
い
て
団
子
鼻
が
多
い
、
手
足

が
小
さ
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

長
寿
の
面
相
　
②

こ
れ
を
人
相
学

的
に
解
釈
す

る

と
、
人
情
味
厚
く

、
わ

が
ま
ま

だ

が
周
囲

か
ら
は
大

切
に
さ

れ
て

生

き

る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る

の
だ

そ

つゝ
で
す
。

さ
て

、
来
た
る

べ
き
高
齢
化

社

会
に
向

け
、
税
の
負

担
の
仕
方

に

つ

い
て
も
再

検
討

の
必
要

が
あ
り
、

今

、
税
制

改
革
の
な

か
で
見
直
し

が
進

め
ら
れ
て

い
ま
す

が
、
は

た

し
て
二

十
一
世
紀
に

は
ど
う

な
っ

て

い
る
の
で
し

ょ
う

か
。

決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。役
場
で
も
測
量
・
登
記
（
名
儀

変
更
を
除
く
）
等
の
事
務
取
扱
い

を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務

課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

納付期限は10月31日です！

村
職
員

人
事
異
動
（
十
月

一
日

）

▼

農
林
水
産

課
主

事
補
（
新

採

用

）
藤
本
眞
▼
税
務
課
主

事
補
（
新

採
用

）
川
崎
幸
治

税務課から

国土調査（地籍調査）

実施日　昭和63年10月10日

育
森
県
最
低
賃
金

最低賃金1日3,424円

適
用

さ
れ

る
範
囲

除

外

賃

金

知
っ
て
得
す
る
税
コ
ー
ナ
ー

県・村民税第3期

国民健康保険税第4期
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今
回
は
、
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
に

頑
張
っ
て
い
る
郷
沢
の
高
田
盛
男

さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

盛
男
さ
ん
は
ホ
タ
テ
養
殖
を
早

く
か
ら
始
め
た
方
で
、
今
、
村
内

で
も
上
位
に
入
る
漁
家
で
あ
り
ま

す
。

広　報　よ　も　ぎ　た

日
本

の
漁
業
は
、

と
る
漁
業
か

ら
育
て

る
漁
業
へ

と
時
代

と
と
も

に
変
貌

を
と
げ
、
村

の
漁
業
も

ホ

タ
テ

が
主

流
に
な
り
ま
し

た
。

わ

が
村

の
ホ
タ
テ
養

殖

が
ス

タ

ー
ト
し

た
の
は
昭
和
三
十
八
年
で
、

現
在
で

は
養
殖
漁
家
も

六
十
九
戸

に
な
り

ま
し

た
。

今
や

世
界
に
誇

る
こ
の
蓬
田

の

ホ
タ
テ

も
、
二
十
五

年
の
間
に
色

々
な
苦
労
や
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
に

も
、
盛
男

さ
ん
は

若
者
と
し
て
先
頭

を
走
り
続
け

て

来

ま
し
た
。

や
ら
な
け

れ
ば
、
な
ら

な
か
っ

た
の
で
す
。

代
々
、
海

と
と
も
に
生

き
て
き

た
の
で
す
。

村
の
漁

師
の
誰
も

が
そ
う

で
あ

る
よ
う
に
、
生

ま
れ
た
時

か
ら
潮

風

に
吹
か

れ
、
小

さ

い
頃

か
ら
毎

日

陸
奥
湾
を
見

て
来

た
の
で
す
。

海
と
と
も

に
生
き
な
け

れ
ば
な

ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

ホ
タ
テ

と
と
も
に
生

き
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

彼
は
現

在
、
良
質

の
ホ
タ
テ
作

り
を
目
指
し

て

い
ま
す
。

そ

れ
に
し

て
も
、

ホ
タ
テ

は
繊

細
な
生
き
物

で
、
病
気

も
し

、
潮

や
天
候
に
よ

り
成
長

も
左
右
さ

れ

ま
す
。
そ

の
上

、
価
格

変
動

が
激

し

い
の
で
す

。

今
年

は
特

に
悪
く

Ｉ
㎏

当
り
百

八
十
円
で

ス
タ
ー
ト
し

、
例
年
よ

り
も
約
四

十
円
安

い
価
格
推
移
を

示
し
て

い
ま
す
。

そ

れ
で
も
、
や

る
の
で
す
。

盛
男

さ
ん
も

、
目

尻
の

シ
ワ

が

誇
り
に
な
る
漁
師
に
な
り
ま
し
た
。

家

は
、
彼
の
双
肩

に
持
ち
こ

た

え
て

い
ま
す
。

一

男
一
女
の
父

、
高
田
盛
男

さ

ん
ま

争
日
も
函（
肢
る
。

み
～
つ
け
た
９

先日、10 月15 日（土）ｲ士

事 で、玉松 台上に彳子き

ましたら 、とてもすば

らしい事 を見つけ まし

た。

あの､久 慈 軍曹以下67

名 の勇士が 自ら造っ た

墓石（18 ） の上にな ん

と『あけ び` 』 ヵヾ 一 つ一

つ お供えし てあり まし

た。

とて もすば らしい事

だと思い ます 。

これから も、是非続

け てばしい と思い ます。

几
定予事行月１１●

２
４
～
７

５
～
６

７
７
～
９

８９―１３１４１６１１
ｎ
乙７り乙

８ｎ乙０３
日

陶
芸
教
室
（
昼
）

全
国
青
年
大
会
出
場
（
東
京
都
）

樊

回
葺

贅
言

川
汗

疣

匸

士

陶
芸
教
室
（
夜
）

五
年
生
合
宿
研
修
（
少
年
自
然
の
家
）

一
才
半
・
三
才
児
健
診

陶
芸
教
室
（
昼
）

就
学
時
健
康
診
断

郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会（
蓬
中
）

陶
芸
教
室
（
夜
）

″
　
　
（
昼
）

″
（
夜
）

東
郡
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会

陶
芸
教
室
（
夜
）

″
　
　
（
昼
）

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

中
央
公
民
館

青
　
年
　
会

実
行
委
員
会

中
央
公
民
館

蓬
田
小
学
校

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

蓬
田
小
学
校

蓬
田
中
学
校

中
央
公
民
館

社
会
教
育
課

中
央
公
民
館

担
　
　
当

談話室・行事予定

談話室

ホ
タ
テ
養
殖
に
か
け
る
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広　報　よ　も　ぎ　た

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

②

例
年
に
な
い
残
暑
も
終
り
を
告

げ
、
燈
火
親
し
む
思
索
の
秋
が
し

の
び
よ
り
、
雲
の
流
れ
に
も
秋
の

気
星
を
応
じ
ま
す
。

詰

め

え

り

と

学

帽

を

学

び

の

校

舎

に

残

し

、
ト

ヨ

タ

自

動

車

販

売

（

株

）
　へ
入

社
し

た

春

の
日

の

こ

と

が
な

つ

か
し

く

思

い
出

さ

れ

ま

す

。ト

ヨ

タ

自

動

車

ト

ッ

プ

セ

ー

ル

ス

マ

ン

と

し

て

十

五

年

。

も
し

、
読

者

に

許

さ

れ

る

な

ら

、

私

の

将

来

は

約
束

さ

れ

て

い

た

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

か

っ

た

で

し

ょ
う

。

そ

れ

な

の

に

私

は

、

当

時

販

売

課

長

の
肩

書

を

捨

て

独

立

の

道

を

選

ん

だ

の

で

す

。

私

は

な

ぜ

独

立

の

道

を

選

ん

だ

の

か
？

そ
れ
は
、
私
に
は
心
の
ふ
る
さ

と
津
軽
は
あ
っ
て
も
家
も
財
産
も

何
も
な
い
、
も
と
も
と
ゼ
ロ
で
あ

っ
た
の
で
す
。

私
は
貧
乏
だ
っ
た
の
で
将
来
犬

金
持
ち
に
な
り
、
社
会
的
に
大
き

な
仕
事
を
し
て
世
の
中
に
奉
仕
し

た
い
と
い
う
理
由
か
ら
ト
ヨ
タ
自

動
車
を
退
社
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
十
二

月
、
学
生
時
代
の
友
人
と
二
人
で

資
本
金
五
百
万
円
の
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

現
在
、
社
員
二
十
五
名
、
順
調

に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

多
摩
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
㈱

こ
れ
　
　

ゆ
き

社
長
　
坂
　
本
　
日
　
是
　
幸
さ
ん

私
も
会
社
を
創

業
し

た

か
ら

に

は
、
遠

い
将
来
上
場
会
社

に
し

た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

私
の
構
想
は
気
宇

壮
大
で
あ

り

ま
す
。
し
か
し

、
あ

せ
ら
ず

、
お

ご

ら

ず
、
や
す
ま
ず

、
あ

き
ら

め
ず
努

力
し

た
い
。
私
は
企
業

を
愛
し

、
企

業

と
と
も
に
歩

み
、
企
業
繁
栄

に

奉

仕
し

、
広
く
社
会

に
貢
敝
す

べ

く

超
一
流
の
信
用

を
軸
と
し

、
国

際

的
視
野
に
立
脚
し

て
無
限

の
変

化

に
挑
み
、
常

に

パ
イ

オ
ニ
ア

と

し
て
、
世
界
の
道
を
き
わ
め
た
い
。

こ
ん
な
夢
を
心

に
描

い
て

い
ま

す
が
、
同
時
に
二
十
年
前
の
思

い
出

めも

が
走
馬

灯
の
よ
う

に
私
の

脳
裏

を

か
す

め
る
の
で
す
。

親

父

が
村
役
場

に
お
世
話

に
な

っ
た

貧
乏

で
苦
し

か
っ
た
生
活
。

こ
な
雪

が
舞

い
散

る
青
森

の
プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
で
毋

と
別

れ
上
京
し

た
夜

汽
車
で
の
堅

い
決
意
。

私

は
今
、
あ

の
頃

の
気
特

を
片

時
も
忘

れ
る
こ

と
な
く
謙
虚
な
気

持
で

一
歩
一
歩
前

進
し

て

お
り

ま

す
。守

ら
れ
て

い
る
あ
り

が
た
さ
よ
。

生

か
さ

れ
て

い
る
う
れ
し
さ
よ
。

二
度

と
な

い
人

生
だ
か
ら

「
念

ず

れ
ば
花
開
く
」

を
唱
え
な
が
ら
、

蓬
田
村

の
皆

さ
ん

と
、

い
つ

の
日

か
再

び
め
ぐ
り
会

え
る
そ
の
日

を

夢
み
て
！

けつぱる蓬田人・戸籍の窓口

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

卜･現住所／東京都八王子市小宮

叨886 ～4S0426-44-2957*･ 生

年月日／昭和18年フ月14日 ●･出

身／中沢･・家族構成／妻(和子)

･長女(佳子)･次女(淳子)･父)権

敬)･母(フク)･・経歴／青森県立

青森高等学校卒業(昭和38年)･

青山学院大学経済学部経済学科

卒業(昭和44年)・トヨタ自動車

販売( 株)(昭和44年～57年)・多

摩ソフトウェアシステム株式会

社社長(昭和57年～ 現在)s･･紹介

者／稲簍慶目||ざんr広迦｀)

小野宇一郎（郷　 沢　78 歳）

武井キ　ノ（蓬　 田　74 歳）

おくやみ申し上げます

郡場 修 二　弘 前 霾

乳井　真理子　蓬　　田

滝吉　浩　二　鰺ヶ沢町

飯田　美加子　瀬 辺 地．

ご結婚おめでとうございます

武井　 優奈（誠純　 ３女）

八幡　祥吾（久雄　長男）

お誕生おめでとうございます

9月受付分

総人口　4,244人
男　　2,052人
女　　2,192人
世帯数　1,043世帯

人 口 と 世 帯 数

(９月30日現在)

戸籍の

窓　囗

8


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

